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㏆現代の㒔ᕷ計画論において科学ᢏ⾡にᮇᚅされた 

社会的価್のኚ㑄から見るス࣐ートࢩティの展望 

 

 
 （高ᶫṊಇ,⋢ᮧ㞞ᩄ,ᮡ田一┿,伊⸨೺㸦៞大ۑ

 

 

 
㏆現代の㒔ᕷ計画において科学ᢏ⾡はḞくことのできない要⣲であり、様々な論や計画が展㛤されて

きた。本✏では、㒔ᕷ計画のࡡらいの㸯つである「持続的ᡂ㛗のための配⨨計画」を㍈に、時代を≌ᘬ

する構᝿や計画における科学ᢏ⾡にᐇ現をᮇᚅされた社会的価್のኚ㑄をㄞࡳゎくとඹに、そのイノ࣋

ーࣙࢩンの文⬦を㋃まえて、㏆年高まりを見せる科学ᢏ⾡を用いた新しい社会インࣇラを構築するス࣐

ートࢩティの展望について考察する。 

 

 

㸯㸬㒔ᕷ計画の目指すもの 

ᩍ本においては、ギリࢩャや中ᅜなどの古代㒔ᕷから⩦う㒔ᕷ計画であるが、௒日の日本の㒔ᕷづく

りにおいてとられる主要な方策の多くは㏆現代に生まれている。130 年あまりの㒔ᕷ計画が向き合って

きた᰿本的なၥ題については、㒔ᕷ計画行ᨻのඛேであり内務┬㒔ᕷ計画ᒁ㸦1922年タ⨨）に໅めた㣤

἟一┬による「㒔ᕷを構ᡂする土ᆅは、ዴఱなる用㏵をもってዴఱに఩⨨す࡭きであるか、また㒔ᕷの

大きさはዴఱ、㒔ᕷの⭾ᙇはこれをዴఱにྲྀりᢅう࡭きか」1)とのᥦ㉳や、現行㒔ᕷ計画法の「㒔ᕷの

೺全な発展と⛛ᗎあるᩚഛをᅗり、もつてᅜ土のᆒ⾮ある発展と公ඹの⚟♴の増㐍にᐤ与すること㸦➨

1 ᮲ 目的）」や「㐺正なไ㝈のもとに土ᆅの合理的な฼用がᅗられる࡭きこと㸦➨ 2 ᮲ 基本理念）」に

 。られるように、㒔ᕷの時ໃに㐺ᛂする土ᆅ฼用のあり方が一㈏して内ᅾしているࡳ

これまでに多くの㒔ᕷ計画論が時ໃの⛣りኚࢃりにあࢃせて語られてきたが、目指す࡭き社会や㒔ᕷ

のᡂ㛗のために͆なにを͇͆ どう͇配⨨するのか、という「持続的ᡂ㛗のための配⨨計画」は多かれ少

なかれ⤌ࡳ㎸まれている。ຍえて、科学ᢏ⾡の発㐩により配⨨計画のࣁードルが自然᮲件から社会᮲件

にࣇࢩトしており、よりᙉいࣅジࣙンをᡴࡕ出す㒔ᕷ計画論には、明ᛌな配⨨計画がకうഴ向にある。

本✏では、日本の㒔ᕷ計画の中でも時代を≌ᘬする構᝿や計画について、その配⨨計画を㍈に科学ᢏ⾡

にᐇ現をᮇᚅされた社会的価್のኚ㑄をㄞࡳゎいていく。 

 

 

㸰㸬日本に影響を与えたᾏ外の構᝿や計画 

 日本の㒔ᕷ計画のಶ々のไᗘ・手法について、土ᆅの用㏵を定める用㏵ᆅ域ไᗘや特定エリアにおい

てヲ⣽の計画を定めるᆅ༊計画ไᗘなどはドイࢶに、㉸高ᒙ建築を可能にする容✚⋡⛣㌿ไᗘなどはア

࣓リカに、といったようにᾏ外ไᗘに⩦っているものが多い 2)。しかし、ここではಶ々のไᗘ・手法の

๓ᥦとなる目指す࡭き社会としてのࣅジࣙンを♧し、ᐇ㝿の日本のㅖ㒔ᕷにも展㛤を見せているᾏ外の

㒔ᕷ計画論に⤠ってྲྀりᢅうこととした。 

 

࠙田ᅬ㒔ᕷ構᝿㸸エ࣋ネザー・ࣁワード、1898ࠚ 

ձ ᴫ␎ 

 19ୡ⣖ᮎのロンドンにおいて、ேཱྀ過ᐦにకう大㒔ᕷ内部の環境ᝏ化や外部࡬の↓⛛ᗎなᣑ大、ཬࡧ

流ධඖとなる㎰ᮧの೵⁫のゎ消に向けてᥦၐされた㒔ᕷと㎰ᮧの୧方の㨩ຊを⤫合する㒔ᕷ計画論で

ある。Ọஂ保Ꮡを๓ᥦとした大㒔ᕷ㑹外の㎰ᆅの中心に、住・ၟ・工の機能を持ࡕ、計画的なேཱྀไ㝈

と、土ᆅのඹ同ᡤ᭷と㛤発฼┈を㒔ᕷ環境の充ᐇに㑏ඖする⊂自の行㈈ᨻの⥔持⟶理機構を持つ新㒔

ᕷ㸸田ᅬ㒔ᕷを建タしていく。ᑗ来的には、」ᩘの田ᅬ㒔ᕷがಶ々に自❧したᡂ㛗をすることとඹに、

中央ᕷと一యとなった新しい㒔ᕷ⩌としての「社会㒔ᕷ㸦ࢯーࢩャルࢩティ）」࡬と発展していく、と

いうものである。 
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 日本においては、ᡓ๓から௒日に⮳るまで代⾲的な㒔ᕷ

計画理論としてᢅࢃれ、そのᐇ現のᚲ要性がᥖࡆられるが、

ᐇ㊶にあたっては職住㏆᥋の要⣲がⷧれるഴ向にあり、ࢽ

ࣗータウン・࣋ッドタウンとして展㛤している。 

 

ղ ᐇ現をᮇᚅされる社会的価್ 

 田ᅬ㒔ᕷの発᝿は、㒔ᕷと⏘業の分ᩓ、生⏘者と消費者

の新しい結ࡧ௜きによる大㒔ᕷと㎰ᮧのඹᏑにあり、それ

らのᐇ現には㕲㐨と㐠Ἑによる交通機関の充ᐇが᰿ᖿに

ある。ಶ々の田ᅬ㒔ᕷには外周を周る㕲㐨が、㒔ᕷと㒔ᕷ

の間㸦田ᅬ㒔ᕷと田ᅬ㒔ᕷ、୪ࡧに中央ᕷと田ᅬ㒔ᕷ）に

は㒔ᕷ間高㏿㕲㐨㍺㏦のᚲ要性がㄝかれており、そのため

の㕲㐨と㥐の配⨨の見┤しやయ系的な㕲㐨計画に合ࢃせ

た㒔ᕷづくりのᚲ要性もᣲࡆられている。 

 

 

࠙㏆㞄住༊論㸸クラレンス・アーࢧー・࣌リー、1924ࠚ 

ձ ᴫ␎ 

 1929 年にࣗࢽーヨークのᆅ域計画の 1 つとして発⾲さ

れた㏆㞄住༊論は、㒔ᕷேཱྀの増ຍにకう⾤༊༢఩のコ࣑

ティࢽ࣑ࣗティのኚ㉁や、自動㌴保᭷の増ຍにకうコࢽࣗ

の分᩿などに対し、コࢽ࣑ࣗティのᏑ続・㔊ᡂを㉳Ⅼとし

た㒔ᕷ計画論である。一定つᶍのேཱྀを๓ᥦとした住༊を

᝿定し、中央にはコࢽ࣑ࣗティのᣐⅬとなるᑠ学ᰯやᩍ会

などをタけ、内部✵間は通過交通を᤼㝖して子౪の⛣動に

対ᛂしたṌ行環境や全యの 10㸣の公ᅬ✵間を、外周は自

動㌴⛣動に対ᛂするᖿ⥺㐨㊰とேཱྀに見合う㉎㈙を受容

するၟᗑ⾤を配⨨する計画である。 

 日本では、ᑠ学ᰯや公ᅬ、ࣗࢽータウンの建タにおける

配⨨ࣔデルの基♏的発᝿としてᾐ㏱している。 

 

ղ ᐇ現をᮇᚅされる社会的価್ 

㒔ᕷのコࢽ࣑ࣗティのᏑ続は、その஫㓘性にకう社会コ

ストに影響し、⪁ⱝ⏨ዪがඹᏑする住Ꮿᆅ࡯ど㢧ⴭとなる。 

また、自動㌴のᬑཬは、多くのಶேに⛣動と時間の自⏤をもたらし、⤒῭に活ຊをもたらす一方で、⪁

ேや子౪などの交通ᙅ者のリスクを増やすことになる。㏆㞄住༊論は、ࣔࣅリティ社会のᾐ㏱を๓ᥦと

した㒔ᕷにおいて、生活✵間のコࢽ࣑ࣗティを⥔持するためのඹᏑの配⨨計画のつ範を♧している。 

 

 

࠙輝く㒔ᕷ㸸ル・コルࣅジࣗエ、1933ࠚ 

ձ ᴫ␎ 

 1922 年に発⾲された「ேཱྀ 300 ୓ேの現代㒔ᕷ」、୪

にࡧ 1933 年の『輝く㒔ᕷ』において、ᙜ時のア࣓リカ

で発㐩を見せていた高ᒙ建築に╔目し、「高さのᚁ᭹」

による現代㒔ᕷのၥ題ゎỴ法を♧した理論である。ᆶ┤

方向の✵間฼用によるኴ㝧・✵間・⥳の᚟活やṌ㌴の分

㞳、用㏵配⨨の❧య化など、新しい生活様ᘧを๰出する

とඹに、建≀が低い建࡮い⋡にᢚえられることで๰出さ

れる㠃的✵間を、㒔ᕷと㎰ᮧ、Ṍ行者と自動㌴などႠࡳ

の㏿ᗘに合ࢃせて分㢮・෌ᩚഛしていく、といった構᝿

であり、「ᆶ┤の田ᅬ㒔ᕷ」とも㏙࡭られている。 

࠙㏆㞄ఫ༊ㄽࠚࢪ࣮࣓࢖ࡢ 

ࠗ㏆㞄ఫ༊ㄽ࠘ࡾࡼ 

㸧ࠚィ⏬㸦1925ࣥࢨ࢔࢛ࣦࡓ࠸ᥥࢆᨵ㐀᱌ࡢࣜࣃ࠙  

኱Ꮫࢡ࣮࣮ࣚࣗࢽ HPࡾࡼ 3) 

 

࠙⏣ᅬ㒔ᕷࡢᮍ᮶ീࡢ࡚ࡋ࡜♫఍㒔ᕷ  ࠚ

ࠗ᫂᪥ࡢ⏣ᅬ㒔ᕷ࠘ࡾࡼ 
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 日本では、㒔ᕷと㎰ᮧの一య的にᢅう土ᆅ฼用のᐇ現までは⮳らないが、一⯡㛤ᨺを๓ᥦとした公㛤

✵ᆅをకい、建≀内部の用㏵も」合化する㒔ᕷ෌㛤発のࣔデルとなっている。 

 

ղ ᐇ現をᮇᚅされる社会的価್ 

 「輝く㒔ᕷ」の計画ᛮ᝿は、㗰㕲・㕲➽コンクリートによる建築タ計のᙉᗘ計⟬や、エレ࣋ータータ

ഛなど㏆代建築のᢏ⾡㠉࿨を基に、㒔ᕷの観念・機能・どぬ的あり方について、－特に᪤Ꮡの⾤㊰や土

ᆅ฼用のไ⣙からの－、ゎᨺと෌⦅集の可能性をᥦ♧している。Ṕྐある㒔ᕷ࡯どᐇ現࡬のࣁードルが

高くなる構᝿であるが、㐍Ṍするᢏ⾡をᅛ定観念にとらࢃれず合理的に฼用することで描かれた㒔ᕷീ

は、௒日の㒔心やᆅ方中᰾㒔ᕷにおける㥐ࣅルのように、✵間の高ᒙ化により様々な用㏵を結ࡧ௜けて、

ᆅ域の新たな活ຊを生ࡳだす෌㛤発のあり方にその影響を見ることができる。 

 

 

㸱㸬日本の時代を≌ᘬしてきた構᝿や計画 

日本の㒔ᕷ計画では、㒔ᕷ計画࣐スタープランなど部門別計画を⤫合して㒔ᕷのࣅジࣙンを描く方策

は見られるが、全ᅜ的なࣅジࣙンᙧᡂに大きく影響した特ᚩ的な㒔ᕷ計画論はそう多くは見られないた

め、ここでは代⾲的な理論と、全ᅜの㒔ᕷ計画の⫼景となる全ᅜ⥲合㛤発計画のኚ㑄をྲྀりᢅった。 

 

࠙日本ิᓥᨵ造論㸸田中ゅᰤ、1972ࠚ 

ձ ᴫ要 

 ேཱྀや⏘業の大㒔ᕷ集中がᡂ㛗の原動ຊであった時

代が⤊ࢃり、過ᗘの集中によるデ࣓リットのゎ消に向

けて、工業の෌配⨨と交通・情報通ಙの全ᅜ的ネット

ワークのᙧᡂによるࣄト・ࣔノ・カネのᆅ方分ᩓを᥎

㐍する㒔ᕷ計画論である。ᐇ現には「新しいᅜ土㛤発

計画とయไのๅ新」「㒔ᕷの❧య高ᒙ化と㑹外の計画的

造ᡂによる住環境のᨵၿ」「ᆅ方㛤発を㐍めるᗈ域ᣐⅬ

㒔ᕷのᙧᡂ」「公┈ඃඛの土ᆅ฼用計画」「ᅜ土ᨵ造の

ためのẸ間活ຊの᥎㐍」の5つの重Ⅼ項目がᥖࡆられ、

㒔ᕷの過ᐦと㎰ᮧの過疎の同時ゎ消に向けて、全ᅜ的

な෌㛤発・෌ᩚഛを᥎ዡする内容であった。 

 㛤発を見㎸ࢇだ土ᆅᢞ機にకうᆅ価の高㦐や≀価の 

インࣇレ、࢜イルࣙࢩックなどの影響が重なり、ᐇ㝿にはẸ間主ᑟでの展㛤は㞴しく、またその評価も

ཝしいものが目❧っているが、日本全ᅜのၥ題をど㔝に⣡め、そのᐇ現に向けたໟᣓ的な行動計画を♧

し、かつ多くのᅜẸにᙉい࣓ッセージをᒆけた⛥᭷な理論であるとゝえる。 

 

ղ ᐇ現をᮇᚅされる社会的価್ 

 日本ิᓥᨵ造論においては、㒔ᕷと㎰ᮧの୧方に╔目していることから、エネルギーや公ᐖ、自然環

境、㜵⅏、交通、情報通ಙ、㎰工業、住Ꮿ、集中෭ᬮᡣ、上ୗỈ㐨など、ᖜᗈい㡿域を⥙⨶している。

ಶ々の㡿域のᨵ㠉の⥲合化でᆅ方㒔ᕷをᨭえることが㒔ᕷ機能の෌配⨨に⧅がり、特定の⏘業を集✚し

た「インࢲストリー・キャࣆタル㸦特定⏘業㤳㒔）」など新たなᆅ域ᣐⅬとしての確❧とࢧーࣅスᥦ౪

ຊを高め、結果的にᆅ方文化や㒓土ឡの㔊ᡂと๰造に結ࡧ௜くといった、௒日でいう㒔ᕷࣈランドᡓ␎

までの≀語を描いていることが、特Ⰽとしてᣲࡆられる。 

 

 

࠙全ᅜ⥲合㛤発計画 ➨一ḟ㹼➨஬ḟ、ᅜ土ᙧᡂ計画、1962㹼現ᅾࠚ 

 全ᅜ⥲合㛤発計画とᅜ土ᙧᡂ計画は、全ᅜ的な見ᆅからᅜ土の฼用・㛤発・保全のあり方を定めた、

ᆅ域の㒔ᕷ計画の๓ᥦとなる計画である。ึᮇにおいては㒔ᕷと㎰ᮧ、大㒔ᕷとᆅ方㒔ᕷなどの᱁ᕪを

㛤発により᫝正していく発᝿が中心にあったが、༙ୡ⣖を⤒た௒日では、㛤発主⩏を⬺༷し、ᆅ域とそ

の担い手の多様性と主య性、そして自❧性がᅜ土のᙧᡂにᚲ要であることをᥖࡆるに⮳っている。 

科学ᢏ⾡は、特に⏘業の๰出・ᙉ化を担うものとして఩⨨௜けられていたが、新しいᅜ土ᙧᡂ計画に

おいては、ᡂ⇍社会における⏘業の生⏘性向上に向けたイノ࣋ーࣙࢩンをᨭえる要因としてだけでなく、

࠙ᅜᅵ㛤Ⓨᖿ⥺⮬ື㌴㐨⥙ᅗࠚ 

ࠗ᪥ᮏิᓥᨵ㐀ㄽ࠘ࡾࡼ 
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持続的社会のᐇ現に向けた土ተởᰁや生態系、㜵⅏などのᅜ土基┙をᨭえる役๭もᮇᚅされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸳㸬㒔ᕷ計画論における科学ᢏ⾡の役๭とス࣐ートࢩティの展望 

ձ 㒔ᕷ計画論と科学ᢏ⾡ 

㏆現代の㒔ᕷ計画論は、㒔ᕷのᢪえるၥ題に対して「㒔ᕷと㎰ᮧ」「コࢽ࣑ࣗティと自動㌴社会」と

いった相対する要⣲の結ࡧ௜きや、「高さと㒔ᕷ機能」といったᚑ来になかった結ࡧ௜きを配⨨計画に

⧊り交ࡐてゎ消しているが、その要は特Ṧなఱかではなく、合理的でᶓ展㛤が可能な科学ᢏ⾡により᭦

新されたインࣇラのᏑᅾが確認できる。また、ᅜの全య計画のኚ㑄からは、科学ᢏ⾡はᙜึはࣔࣅリテ

ィと⏘業࡬の関与が㢧ⴭであったが、௒日では㒔ᕷ基┙・ᅜ土基┙の୧インࣇラの多様化とイノ࣋ーࢩ

ࣙン志向が㉳きており、そこに科学ᢏ⾡࡬のᮇᚅがうたࢃれている。 

 

ղ ス࣐ートࢩティの展望 

 ㏆年、科学ᢏ⾡をより一ᒙ㒔ᕷづくりに用いるス࣐ートࢩティ

構᝿がୡ⏺ྛᆅで展㛤されている。ᙜึは低Ⅳ⣲社会のᐇ現に向

けて ICT を新たな㒔ᕷインࣇラとする動きが見られたが、ICT そ

のものが多くの㡿域に展㛤されていることから、ス࣐ートࢩティ

においても新しい「社会インࣇラ」をᥖࡆて、ࢧーࣅスの多様化

と」合化をᅗる₻流にある。 

ただし、インࣇラは㒔ᕷをᨭえる基┙であるが、持続的なᡂ㛗

の全てを担うものではなく、᪤ᡂの㒔ᕷではインࣇラの上でなさ

れるᆅ域活性化࡬のヨ行㘒ㄗによって㒔ᕷの㨩ຊを๰出している。 

科学ᢏ⾡により多様化する「社会インࣇラ」は、㒔ᕷの様々なᣮ

ᡓを可能にする。そこに㈼くᡂ㛗するための仕⤌ࡳを重ࡡること

が௒ᚋのス࣐ートࢩティの㒔ᕷづくりのᕪ別化にồめられる。 
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